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中
国
研
究
集
刊

柰
号
（
第
六
十
六
号
）

令
和
二
年
八
月

七
一
―
七
七
頁

フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
（
Ｂ
ｎ
Ｆ
）
に
お
け
る
敦
煌
文
献
の
調
査
報
告

椛

島

雅

弘

一

報
告
の
概
要
・
目
的

筆
者
は
、
二
〇
一
九
年
九
月
十
一
日
～
十
三
日
に
か
け
て
、
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館

（B
i
b
l
i
o
t
h
è
q
u
e

n
a
t
i
o
n
a
l
e

d
e

F
r
a
n
c
e

、
以
下
Ｂ
ｎ
Ｆ
と
略
記
）
に
赴
き
、
敦
煌

文
献
（
注
１
）
の
う
ち
、
占
術
に
関
わ
る
も
の
（P.2610

、P.2632

、P.3288
、P.3655

、P.3479

、

P.3794

）
を
対
象
と
し
、
実
見
調
査
を
行
っ
た
。
本
報
告
は
主
に
二
つ
方
面
か
ら
述
べ

た
い
。

第
一
に
、「
Ｂ
ｎ
Ｆ
所
蔵
の
敦
煌
文
献
の
閲
覧
方
法
に
つ
い
て
」
で
あ
る
。
Ｂ
ｎ
Ｆ
所

蔵
の
敦
煌
文
献
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
い
く
つ
か
調
査
報
告
が
存
在
す
る
（
注
２
）
が
、

閲
覧
方
法
自
体
に
関
す
る
日
本
語
版
の
詳
細
な
情
報
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
た
め
、
小

論
が
そ
の
情
報
に
つ
い
て
記
す
。

第
二
に
、「
敦
煌
文
献
の
赤
外
線
を
用
い
た
撮
影
方
法
に
つ
い
て
」
で
あ
る
。
後
に
詳

し
く
述
べ
る
が
、
現
在
Ｂ
ｎ
Ｆ
所
蔵
の
敦
煌
文
献
は
、
赤
外
線
版
と
カ
ラ
ー
版
の
い
ず

れ
も
公
開
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
墨
の
擦
れ
等
で
文
字
が
明
瞭
に
確
認
で
き
な
い
部

分
が
少
な
か
ら
ず
存
在
し
て
い
る
。
筆
者
は
こ
の
部
分
に
つ
い
て
、「
自
身
で
赤
外
線
量

や
カ
メ
ラ
設
定
を
調
整
し
た
上
で
個
別
撮
影
す
れ
ば
、
擦
れ
た
文
字
も
読
解
し
や
す
く

な
る
の
で
は
な
い
か
」
と
考
え
実
験
し
た
。
小
論
で
は
、
そ
の
結
果
や
撮
影
方
法
（
注
３
）

に
つ
い
て
述
べ
る
。

二

Ｂ
ｎ
Ｆ
所
蔵
の
敦
煌
文
献
の
閲
覧
方
法
に
つ
い
て

敦
煌
文
献
は
、
Ｂ
ｎ
Ｆ
の
中
で
も
「
新
館
」
と
称
さ
れ
て
い
る
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ミ
ッ

テ
ラ
ン
館
で
は
な
く
、「
旧
館
」
と
称
さ
れ
て
い
る
リ
シ
ュ
リ
ュ
ー
館
（5

8
R
u
e

d
e

R
i

ch
e
l
i
e
u

75
0
0
2

P
a
r
i
s

）
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
入
館
か
ら
敦
煌
文
献
の
実
見

ま
で
の
流
れ
を
記
す
。

①
入
り
口
で
荷
物
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
て
入
場
す
る
。

②
入
っ
て
右
手
に
あ
る
館
（
図
１
）
に
入
り
、
受
付
か
ら
右
へ
真
っ
直
ぐ
進
ん
だ
場
所

で
パ
ス
（
入
館
証
）
の
発
行
料
を
支
払
い
、
そ
の
後
入
り
口
左
手
に
あ
る
場
所
で
パ
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ス
の
発
行
手
続
き
を
行
う
。
パ
ス
に
つ
い
て
は
種
類
が
存
在
す
る
が
、
筆
者
は
二
〇

ユ
ー
ロ
で
五
日
間
閲
覧
室
が
使
え
る
パ
ス
（
一
年
間
有
効
）
の
発
行
手
続
き
を
行
っ

た
。
な
お
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
も
発
行
・
更
新
手
続
き
が
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
あ
た
り
の
詳
細
に
つ
い
て
は
下
記
サ
イ
ト
を
参
照
。

（ht
t
ps

:
//

w
ww

.
bn

f
.f

r
/f

r
/r

i
ch

e
li

e
u

）

（h
tt

p
s:

/
/i

n
sc

r
ip

t
io

n
bi

l
le

t
te

r
ie

.
bn

f
.f

r
/#

!

）

③
ク
ロ
ー
ク
で
大
き
な
荷
物
や
傘
を
預
け
、
筆
記
用
具
・
ノ
ー
ト
・
パ
ソ
コ
ン
等
を
専

用
の
バ
ッ
グ
に
入
れ
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
三
階
の
写
本
閲
覧
室
（M

a
n
u
s
c
r
i
t
s

・S
a
l

le
de

le
c
tu

r
e

）
へ
向
か
う
。

④
閲
覧
室
で
は
、
ま
ず
は
受
付
で
パ
ス
と
引
き
替
え
に
、
座
席
カ
ー
ド
（
図
２
左
）
と

一
時
離
席
の
際
に
必
要
な
カ
ー
ド
（
図
２
右
）
を
も
ら
う
。

⑤
荷
物
を
一
旦
座
席
に
置
き
、
座
席
近
く
に
備
え
付
け
ら
れ
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
か
ら
Ｂ

ｎ
Ｆ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（h

t
t
p
s
:
/
/
a
r
c
h
i
v
e
s
e
t
m
a
n
u
s
c
r
i
t
s
.
b
n
f
.
f
r
/
p
a
g
e
C
o
l
l
e

c
t
i
o
n
s
.
h
t
m
l
?
c
o
l
=
1

）
へ
ア
ク
セ
ス
し
、
閲
覧
申
請
を
行
う
。
ま
ず
、
上
記
サ
イ
ト

のC
o
l
l
e
c
t
i
o
n

の
覧
か
ら
「P

e
l
l
i
o
t

c
h
i
n
o
i
s

」
を
選
択
し
、
希
望
の
敦
煌
文
献
を

ク
リ
ッ
ク
す
る
。
す
る
と
文
献
の
基
礎
情
報
の
解
説
が
表
れ
る
と
共
に
、「R

és
e
rv

e
r

」

の
ボ
タ
ン
が
出
現
す
る
。
こ
れ
を
ク
リ
ッ
ク
し
、
閲
覧
予
約
を
行
う
。
リ
ン
ク
先
で

は
、
ま
ず
ア
カ
ウ
ン
ト
を
作
成
し
た
上
で
（
既
に
ア
カ
ウ
ン
ト
を
持
っ
て
い
る
場
合

は
ロ
グ
イ
ン
し
て
）
予
約
を
完
了
さ
せ
る
。

⑥
当
日
閲
覧
室
で
予
約
し
た
場
合
、
お
お
よ
そ
三
十
分
～
一
時
間
程
で
文
献
を
運
ん
で

き
て
く
れ
る
。
閲
覧
室
中
央
の
係
の
人
が
知
ら
せ
て
く
れ
る
の
で
、
座
席
カ
ー
ド
と

引
き
替
え
に
文
献
を
受
け
取
る
。

⑦
座
席
で
文
献
を
閲
覧
す
る
。
な
お
、
文
献
は
一
件
ず
つ
し
か
閲
覧
で
き
な
い
の
で
、

一
つ
閲
覧
が
完
了
す
る
ご
と
に
係
に
返
却
し
、
新
た
な
文
献
を
貸
し
出
す
、
と
い
う

流
れ
と
な
る
。

（図１）BnF リシュリュー館（図２）座席カード（左）と離席カード
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そ
の
他
情
報

・
リ
シ
ュ
リ
ュ
ー
館
の
開
館
曜
日
は
、
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
。（
日
曜
休
館
）
閲
覧

室
の
開
館
時
間
は
、
午
前
一
〇
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
。
（
文
献
の
閲
覧
申
請
は
午
後

五
時
ま
で
）

・
閲
覧
室
へ
の
カ
メ
ラ
の
持
ち
込
み
は
可
。
た
だ
し
、
写
真
撮
影
す
る
際
は
一
つ
の
文

献
ご
と
に
申
請
書
（
図
３
左
）
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
る
。

・
日
を
跨
い
で
閲
覧
し
た
い
場
合
は
、
文
献
を
返
却
す
る
際
、
黄
色
の
申
請
書
（
図
３

右
）
を
提
出
す
る
。

・
閲
覧
室
内
の
カ
メ
ラ
固
定
台
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
る
。（
図
４
）

・
閲
覧
室
を
一
時
退
出
し
た
い
場
合
は
、
入
り
口
の
係
に
一
時
離
席
の
際
に
必
要
な
カ

ー
ド
（
図
２
右
）
を
渡
し
て
退
出
す
る
。

・
敦
煌
文
献
の
中
に
は
、
特
別
申
請
が
必
要
な
も
の
が
存
在
し
、
そ
の
場
合
は
紫
色
（
図

５
）
の
申
請
書
を
提
出
。

・
閲
覧
予
約
自
体
は
、
閲
覧
室
内
で
な
く
と
も
可
能
。
従
っ
て
、
二
回
目
以
降
は
あ
ら

か
じ
め
予
約
し
て
か
ら
訪
れ
る
と
よ
い
。
ま
た
、
訪
れ
る
前
で
も
ネ
ッ
ト
上
で
パ
ス

を
発
行
で
き
る
た
め
、
恐
ら
く
初
回
で
も
行
く
前
に
予
約
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

（図３）写真撮影の申請書（左）と

閲覧延申請書の申請書（右）

（図４）カメラ固定台
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三

敦
煌
文
献
の
赤
外
線
を
用
い
た
撮
影
方
法
に
つ
い
て

次
に
、
敦
煌
文
献
を
実
見
し
て
感
想
を
述
べ
、
続
い
て
赤
外
線
を
用
い
た
撮
影
方
法

に
つ
い
て
ま
と
め
る
。

実
見
の
所
感

・
筆
者
が
実
見
し
た
敦
煌
文
献
六
種
（P.2610

、P.2632

、P.3288

、P.3655

、P.3479
、

P.3794

）
は
、
い
ず
れ
も
補
修
加
工
さ
れ
て
い
た
。
具
体
的
に
は
、
紙
の
両
面
が
や
や

固
い
材
質
の
ガ
ー
ゼ
で
覆
わ
れ
て
い
る
。（
図
６
）
ま
た
、
巻
物
に
な
っ
て
い
る
文
献

は
や
や
乾
燥
ぎ
み
で
、
一
部
ひ
び
割
れ
が
確
認
で
き
た
。（
図
７
）

・
形
状
が
巻
物
の
文
献
の
継
ぎ
目
に
つ
い
て
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
公
開
画
像
だ
と

必
ず
し
も
明
瞭
で
は
な
い
が
、
実
見
だ
と
比
較
的
明
確
に
分
か
る
。
（
図
８
）
ち
な
み

に
筆
者
が
確
認
し
たP.3288

は
、
計
１
５
枚
存
在
し
、
そ
の
大
部
分
が
１
枚
あ
た
り

４
１
セ
ン
チ
～
４
４
セ
ン
チ
程
度
で
あ
っ
た
。

（図５）特別申請書類

（図６）ガーゼによる補修

乾燥した質感（P.3288）

（図７）ひび割れ（P.3288）
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赤
外
線
を
用
い
た
撮
影
方
法

ま
ず
は
、
Ｂ
ｎ
Ｆ
蔵
の
敦
煌
文
献
の
公
開
状
況
に
つ
い
て
述
べ
る
。
ま
ず
、G

a
l
l
i
c
a

（h
t
t
p
s
:
/
/
g
a
l
l
i
c
a
.
b
n
f
.
f
r

）
で
あ
る
。
本
サ
イ
ト
で
は
、
高
画
質
の
カ
ラ
ー
写
真

を
無
料
で
掲
載
し
て
い
る
。
し
か
し
、
文
字
が
擦
れ
て
確
認
で
き
な
い
箇
所
が
少
な
か

ら
ず
存
在
す
る
。

次
に
、
上
海
古
籍
出
版
社
・
法
国
国
家
図
書
館
編
『
法
国
国
家
図
書
館
蔵
敦
煌
西
域

文
献
』（
上
海
古
籍
出
版
社
）
シ
リ
ー
ズ
で
あ
る
。
本
図
版
は
、
明
言
し
な
い
も
の
の
、

紙
の
汚
れ
が
非
常
に
強
調
さ
れ
て
い
る
た
め
、
恐
ら
く
赤
外
線
を
照
射
し
た
上
で
の
写

真
を
白
黒
で
収
録
し
て
い
る
。
こ
の
写
真
は
、
箇
所
に
よ
っ
て
は
カ
ラ
ー
版
だ
と
薄
れ

て
い
る
箇
所
が
や
や
明
瞭
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
不
明
瞭
な
箇
所
は
存

在
す
る
。

筆
者
は
、
図
版
の
赤
外
線
照
射
は
、
恐
ら
く
広
大
な
箇
所
に
一
斉
に
行
っ
た
た
め
、

不
明
瞭
な
箇
所
が
残
っ
て
い
る
の
で
は
、
と
推
測
し
た
。
そ
し
て
、
不
明
瞭
な
文
字
の

部
分
に
つ
い
て
、
局
所
的
に
設
定
調
整
し
た
上
で
赤
外
線
照
射
し
て
撮
影
す
れ
ば
、
よ

り
そ
の
文
字
が
明
瞭
に
見
え
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
実
験
を
行
っ
た
。
結
果
か
ら

言
え
ば
、
筆
者
の
予
想
通
り
と
な
っ
た
箇
所
が
存
在
し
た
。
以
下
、
赤
外
線
撮
影
の
方

法
と
具
体
例
に
つ
い
て
述
べ
る
。

（図８）継ぎ目（P.3288）

赤
外
線
撮
影
方
法

・
カ
メ
ラ
は
「N

i
ko
n

D
5
1
0
0

」、
レ
ン
ズ
は
「N

i
ko
n

A
i

N
ik
k
o
r

3
5
m
m

F2
.
8

マ
ニ

ュ
ア
ル
フ
ォ
ー
カ
ス
レ
ン
ズ
」
を
使
用
。
設
定
は
以
下
の
通
り
。

フ
ィ
ル
タ
ー
→N

EE
W
ER

58
m
m

赤
外
線
フ
ィ
ル
タ
ー
：I

R
7
20

絞
り
値
→
２
、
８

露
出
時
間
→
３
０
秒

画
質
モ
ー
ド
→R

AW
+
F
IN

E

・
赤
外
線
照
射
装
置
に
つ
い
て
は
、「
赤
外
線
投
光
器
キ
ッ
ト
（
改
）[

A
E
-
L
E
D
5
6
V
2
]

」

を
組
み
立
て
て
使
用
。（
注
４
）

・
カ
メ
ラ
は
閲
覧
室
所
蔵
の
固
定
台
に
設
置
し
た
上
で
、
文
献
近
く
に
右
の
キ
ッ
ト
で

赤
外
線
照
射
し
な
が
ら
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
し
て
撮
影
を
行
っ
た
。

具
体
例
（
対
象
文
献
は
、
主
にP.3288

とP.3479

）

・
そ
れ
ぞ
れG

a
l
l
i
c
a

の
公
開
画
像
（
Ａ
）
→
赤
外
線
図
版
（
Ｂ
）
→
筆
者
撮
影
の
赤
外

線
画
像
に
処
理
を
か
け
た
も
の
（
Ｃ
）
の
順
番
で
掲
げ
る
。

（
例
１

P.3288

「
日
暝
西
秦
」）

（
Ａ
）

（
Ｂ
）

（
Ｃ
）

→
（
Ａ
）（
Ｂ
）
よ
り
（
Ｃ
）
の
ほ
う
が
、
画
像
中
央
の
「
之
」
字
が
明
瞭
に
確
認
で
き
る
。
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（
例
２

P.3288

「
十
二
月
生
気
法
」）

（
Ａ
）

（
Ｂ
）

（
Ｃ
）

→
（
Ａ
）（
Ｂ
）
よ
り
（
Ｃ
）
の
ほ
う
が
、
画
像
中
央
の
「
子
」
字
が
明
瞭
に
確
認
で
き
る
。

（
例
３

P.3479

「
鳥
鳴
占
」
背
面
）

（
Ａ
）

（
Ｃ
）

→
（
Ａ
）
よ
り
（
Ｃ
）
の
ほ
う
が
、「
永
安
士
」（
右
部
）
、「
永
安
寺
」（
左
部
）
が
明
瞭

に
確
認
で
き
る
。

結

語

以
上
、
Ｂ
ｎ
Ｆ
蔵
敦
煌
文
献
の
調
査
方
法
に
関
す
る
報
告
と
、
赤
外
線
を
用
い
た
撮

影
方
法
や
成
功
例
に
関
す
る
報
告
を
行
っ
た
。
無
論
、
こ
の
方
法
を
も
っ
て
し
て
も
、

紙
面
自
体
が
存
在
し
な
い
場
合
、
文
字
を
読
み
取
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、

紙
面
が
残
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
墨
（
炭
素
）
が
掠
れ
き
っ
て
い
れ
ば
、
文
字
は
不
明

瞭
な
ま
ま
で
あ
る
。
し
か
し
、
具
体
例
で
示
し
た
通
り
、
少
な
く
と
も
今
回
紹
介
し
た

方
法
で
、
文
字
が
明
瞭
に
な
る
場
合
も
存
在
し
た
。

今
回
の
撮
影
に
お
い
て
使
用
し
た
機
材
は
、
全
て
特
に
高
価
で
は
無
い
の
で
、
誰
で

も
今
回
の
よ
う
な
赤
外
線
撮
影
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
閲
覧
・
撮
影
許
可
さ

え
下
り
れ
ば
、
他
機
関
が
所
蔵
す
る
敦
煌
文
献
だ
と
し
て
も
、
行
う
こ
と
が
可
能
で
あ

る
。

注

（
１
）
敦
煌
文
献
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
榎
一
雄
ほ
か
編
『
講
座
敦
煌
』
全
九
冊
（
一
九
八
〇
～
一

九
九
〇
年
）
や
荣
新
江
『
辨
伪
与
存
真

敦
煌
学
论
集
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）、

岩
本
篤
志
『
唐
代
の
医
薬
書
と
敦
煌
文
献
』
（
角
川
学
芸
出
版
、
二
〇
一
五
年
）
を
参
照
。

（
２
）
具
体
的
に
は
、
岩
本
篤
志
「
敦
煌
文
献
の
形
と
色
―
英
仏
蔵
文
献
に
関
す
る
近
年
の
図
録
本

か
ら
―
」
（
『
資
料
学
研
究
』
第
五
号
、
二
〇
〇
八
年
）
や
、
矢
越
葉
子
「
フ
ラ
ン
ス
国
立
図

書
館
に
お
け
る
敦
煌
文
書
調
査
」
（
大
学
院
教
育
改
革
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
日
本
文
化
研
究
の

国
際
的
情
報
伝
達
ス
キ
ル
の
育
成
」
活
動
報
告
書
、
二
〇
〇
九
年
）
等
が
存
在
す
る
。
ま
た
、

龍
谷
大
学
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（h

t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
r
y
u
k
o
k
u
.
a
c
.
j
p
/
n
e
w
s
/
d
e
t
a
i
l
.
p
h
p
?
i
d
=
6
4

9
8

）
で
は
、
Ｂ
ｎ
Ｆ
所
蔵
の
敦
煌
文
献
の
紙
質
に
関
す
る
報
告
が
閲
覧
で
き
る
。

（
３
）
赤
外
線
撮
影
に
つ
い
て
は
、
大
下
浩
司
・
下
山
進
「
汎
用
デ
ジ
タ
ル
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
を
用

い
た
赤
外
線
写
真
撮
影
方
法
」
（
『
文
化
財
情
報
学
研
究
』
第
十
一
号
、
二
〇
一
四
年
）
や
同

「
汎
用
デ
ジ
タ
ル
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
を
用
い
た
赤
外
線
写
真
撮
影
に
お
け
る
シ
ャ
ー
プ
カ
ッ



（ 77 ）

ト
フ
ィ
ル
タ
ー
の
影
響
」
（
『
文
化
財
情
報
学
研
究
』
第
十
二
号
、
二
〇
一
五
年
）
を
参
照
し

た
。

（
４
）
な
お
、
赤
外
線
照
射
装
置
に
つ
い
て
は
、
調
査
後
に
大
下
浩
司
・
下
山
進
「
汎
用
デ
ジ
タ
ル

一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
に
よ
る
赤
外
線
写
真
撮
影
に
適
し
た
ハ
ン
デ
ィ
タ
イ
プ
赤
外
線
ラ
イ
ト
の

比
較
評
価
」（
『
文
化
財
情
報
学
研
究
』
第
十
一
号
、
二
〇
一
四
年
）
に
て
、「N

i
g
h
t
M
a
s
t
e
r

製

X
3
-
I
R

」
が
最
適
だ
と
い
う
記
述
を
発
見
し
た
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
こ
れ
を
用
い
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
文
字
が
見
え
や
す
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

【
附
記
】

小
論
は
、「
公
益
財
団
法
人
日
本
科
学
協
会

二
〇
一
九
年
度
笹
川
科
学
研
究
助
成
」
（
研
究
課
題

「
唐
代
西
域
に
お
け
る
兵
学
と
占
術
―
中
・
仏
の
敦
煌
文
献
を
活
用
し
て
」
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で

あ
る
。

ま
た
、
今
回
の
調
査
に
あ
た
り
、
ナ
タ
リ
ー
・
モ
ネ
（N

a
t
h
a
l
i
e

M
o
n
n
e
t

）
氏
に
は
現
地
に
て
敦

煌
文
献
の
閲
覧
方
法
に
つ
い
て
数
々
の
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、

赤
外
線
を
用
い
た
撮
影
方
法
及
び
画
像
処
理
に
つ
い
て
は
、
久
万
高
原
天
体
観
測
館
の
藤
田
康
英
氏

に
数
々
の
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
併
せ
て
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

椛
島

雅
弘
（
か
ば
し
ま
・
ま
さ
ひ
ろ
）

一
九
九
〇
年
生
ま
れ
。
京
都
産
業
大
学
全
学
共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
非
常
勤
講
師
。
専
門

は
中
国
兵
学
思
想
史
。
共
著
に
『
中
国
思
想
基
本
用
語
集
』
（
湯
浅
邦
弘
編
著
、
ミ
ネ
ル

ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
二
〇
年
三
月
）
、
主
要
論
文
に
「
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
『
天
地
八
風
五
行

客
主
五
音
之
居
』
に
お
け
る
八
風
理
論
と
そ
の
變
遷
―
客
主
觀
を
中
心
と
し
て
」（
『
中
國

出
土
資
料
研
究
』
第
二
十
二
号
、
二
〇
一
八
年
七
月
）
な
ど
。


